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氷見市針木地内に成立するカワイダニスギ若齢林分を対象に，現存量，成長量，成育経過お

よび垂直分布について調査を行った｡林分現存量は乾重で,幹が140.19ton/ha(材積で458.93㎡

/ha)，枝が19.72ton/ha，葉が44.74ton/haと推定された。最近一年間の乾重成長量は，幹が

13.88ton/ha,yｒ（41.71㎡/ha.yr)，枝が2.29ton/ha･yr，葉が12.03ton/ha･yrとなった。調査

時点までは樹高，胸高断面積および幹材積成長量は直線的に増加していた。樹冠長率はおよそ

70％で，葉の垂直分布に対してはカイ２乗分布の適合性が高かった。陽樹冠は10ｍ以上に位置

し，陽樹冠の葉量はスギ人工林の平均的林分葉量に相当する20ton/haに達した。

１． はじめに

石川県河合谷の地スギから選カワイダニスギは，石川県河合谷の地スギから選

抜されたサシキ品種で，富山県内には昭和24～25年

ころにはじめて移入された'6)。その後，氷見市から

小矢部市にかけてのポカスギ地帯を中心に，これに

代わるスギ品種として多く植栽されるようになり，

近年ではこれらの地域における造林品種の大半を占

めるようになっている。こうしたことから現在では，

県西部を中心に造林地面積に占めるカワイダニスギ

の割合は高くなってきている。また，県内における

カワイダニスギの造林の歴史が浅いことから，その

ほとんどは若齢ないしは幼齢の林分で，今後，間伐

や枝打ちといった保育が必要になってくる。ところ

が，カワイダニスギを対象とした保育の基準は今の

ところ確立されていない。

本報告は，こうした基準を確立していくための基

礎資料を得るために，カワイダニスギ若齢林分を対

象に現存量，生産力および成育経過などについて調

査した結果をまとめたものである。

2．調査地および調査方法

調査地は富山県氷見市針木地内の丘陵地にあり，

高約200ｍ，土壌はBd型の褐色森林土である。；標高約200ｍ，土壌はBd型の褐色森林土である。調

査地の年平均気温・平均年降水量・平均年最大積雪

深の推定値は，それぞれ13.2℃・2793ｍｍ・lO8cmで

ある。

調査林分は1971年に間隔１，，列間４ｍの列状に

2500本/haが植栽され，調査時点では22年生である。

現在までに除伐および間伐が行われているが，林冠

は閉鎖し林床植生はわずかである。

調査は1994年４月に行われた。調査林分内に

0.lha（30ｍ×33ｍ）の方形の調査区を設け，胸高

直径の毎木調査を行うとともに，調査区内の28本に

ついて樹高を測定した。さらに，調査区から選ばれ

た９本の調査木を地際から伐倒し，枝下高と当年伸

長量を測定後，層厚１ｍとして層別刈取法に準じた

方法で，幹・枝・葉に分け生重量を測定した。葉は

新葉と旧葉に区別した。なお，葉は緑色部としたの

で緑枝を含んでいる。全調査木について層ごとに
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表-1 調査林分の概況

林樹 (yr) 22 

立木密度 (本/ha) 920 

平均樹高 (m) 16.72 

平均胸高直径 (cm) 27.35 

。
18 20 22 24 26 28 30 32 34 36 38 

直径階(cm)

図-1 調査林分の直径分布

幹・枝・葉のサンプルを採り，研究室に持ち帰って

105tで乾燥し含水率を求め，生重量を絶乾重量に

換算した。また，樹幹解析用に各層の幹の下部から

円板を採取した。なお，本報告では重量データはす

べて絶乾重量で表記しである。

3.調査結果および考察

3. 1 林分の概況

毎木調査によって得られた林分の概況を表-1に

示す。また，調査林分の直径分布を図ー1に示す。

最頻値は平均胸高直径よりやや大きい値を示した。

なお，測定を行わなかった個体の樹高は，測定を行

った個体の樹高 (H:m) と胸高直径 (D: cm)の

関係式

0.417 Ii = 0.044+一万一

より求めた。立木密度は920本/ha，平均胸高直径(D)

は27.35cm，平均樹高(H)は16.72mであるo

3.2 林分現存量

林分現存量は，相対成長関係と毎木調査の結果な

どから推定した。

3 • 2 • 1 相対成長関係

胸高直径の2乗X樹高(グH:cnf'm)と幹材積(vs

: dm3) との相対成長関係は，

logぬ=0.9121ogVZH-1.050 
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図-2 胸高直径の 2乗×樹高(IJ2H: cnf. m)と幹材積(ぬ:
dm3)との相対成長関係
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図-3 一割直径の2乗×樹高(Do.12H:cnf. m)と幹材積(Vs
: dm3)との関係

(1) 

全国のいろいろなスギ林分での調査結果19)では，品

種や地方による相対成長関係の分離はほとんどみら

れず， (2)式の傾きと切片の値はそれぞれ0.921，

-1.111である。本調査林分の値もほぼこれらの値

と等しい。

グHとぬとの関係は個体の大小に影響される5.19)

ことから，幹形を比較するために，個体の大小に影

響されない直径である 1 割直径 (DO• 1) を用いて，

Do}H(cnl・m) と幹材積 (Vs)との関係で示すと，

ぬ=0.0401Do}H (3) 

となる(図ー 3)0 (3)式の傾き0.0401は一般のスギ

林での値0.0425.8.19)と比較するとやや小さく，本調

査地のカワイダニスギが若干梢殺であることを示す。

これは，樹高に対する樹冠長の割合が調査木の平均

で70%と大きいことによるものと考えられる1)。

グHと幹乾重 (Ws:kg) との相対成長関係は，

(2) log日告=0.7951og グH-l.082 (4) 

で示され，両対数上で直線回帰する(図-2)。なお， で示され，(2)式と同様に両対数上で直線回帰する(図
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林分のカワイダニスギは良好な成長をしていると考

えられる。また，このことによってD2Hと幹乾重の

相対成長関係が，全国のいろいろなスギ林分での調

査結果'9)に対して大きく異なったと考えられる。

幹乾重（W1s）と枝乾重（Ｗｂ：ｋ９）との相対成長

関係は，

－４)。ただし，全国のいろいろなスギ林分での調

査結果19)を総合した，(4)式の傾きと切片の値はそれ

ぞれ0.921,-1.567で，本調査林分の値はこれらの

値とかなり異なる。Ｄ２ＨとＷＳの相対成長関係は，

おもに成長の良し悪しにともなう幹比重の差によっ

て分離するといわれている'9)。

そこで，幹材積（鵬）と幹乾重（ｗ§）との関係

を原点を通る直線で回帰すると，
(6)ｌｏｇＷｂ＝１.l691ogWs-1.223

で示される（図－６)。(6)式の傾きは１よりやや大

きく，優勢木ほど幹に対する枝張りがやや大きくな

ることを示している。

幹乾重（Ｗも）と葉乾重（ＷＺ：ｋ９）との相対成長

関係は，

(5)Ｗ§＝0.3061/1９

で示される（図－５)。幹比重を表す(5)式の傾き

0.306は，全国のスギ19)の平均値0.35や，富山県内

におけるタテヤマスギ9.12)の値0.34～0.38と比較し

て小さい。また，良好な成長をしているボカスギ若

齢林1)の値0.30～0.31にほぼ等しい。幹比重は成長

のよい林分では小さい値をとる'9)ことから，本調査

ｌｏｇＷＺ＝1.0611ｏｇＷｂ-0.630（７）

で示される（図－７)。この関係もW1sとＷbとの関
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係と同様に， (7)式の傾きが1よりわずかに大きく，

個体が大きくなるにしたがって，幹に対する葉の割

合が若干大きくなることを示している。

3 • 2 • 2 林分現存量

毎木調査から得られた胸高直径および'(1)式から得

られた樹高と， (2)(4)(6)(7)式で示された相対成長関

係を使って林分現存量を算出した。その結果は，表

-2に示したとおりであるo

幹現存量(ぉ)は乾重で140.19ton/ha，材積で

458.93 m3/haとなった。全国で調査された若齢のス

ギ人工林 (15-30年生)での結果3.19)では25-

167ton/haであるo また，県内のタテヤマスギ若齢

林(16-18年生)9.10.18)で48-87 ton/ha，氷見市内

のポカスギ人工林(18-25年生)1)では75-

209ton/haであるo 林齢を考慮してこれらの値と比

較すると(図ー 8)，本調査林分のカワイダニスギ

は非常に成長がよく，条件の良い場所に植栽された

ポカスギに匹敵すると考えられるo

幹現存量密度(むIH)は8.38ton/ha・m (材積

では27.44m3/ha・m) となる。スギ人工林の幹現存

量密度は最多密度で11ton/ha・m，クローン化が非

表-2 林分現存量

幹材積 (nf/ha) 458.93 

幹重量現存量 (ton/ha) 

幹 140.19 

枝 19.72 

葉 44.74 

地上部合計 204.66 

胸高断面積合計 (m3/ha) 55.24 

幹現存量密度 (mS/ha. m) 27.44 

(ton/ha. m) 8.38 

250 -調査林分
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図-8 スギ若齢林分の幹現存量(む:ton/ha) 

常に進んだアヤスギ林で13ton/ha・mになるといわ

れている19)。また，最多密度での値の70-80%があ

れば十分な蓄積があると考えられている 13)ことから，

本調査林分の蓄積は一般のスギ林分としては，樹高

に対してはぼ十分であると判断されるo

林分断面積は55.24m2/haとなった。安藤2)が示し

た各地のスギの胸高断面積等平均樹高線に関する逆

数式の常数を用い，立木密度を920本Iha，樹高階

を18mとすると，林分断面積は41-59m2/haの値が

得られる。したがって，本調査林分の林分断面積は

比較的大きい値であると考えられる。

枝現存量 (YB) は乾重で19.72ton/haとなった。

枝現存量は林分によってバラツキが大きし立木密

度が高くなるにつれて減少し，林分の発達にともな

ってある程度増加していく傾向にあるといわれてい

る19)が，ポカスギを含めたスギの若齢人工林1.3.9.18.19)

の値が6-17ton/haであることから，本調査林分の

値はかなり大きいと考えられる。

葉現存量 (YL) は乾重で44.74ton/haとなった。

スギ林の葉量は一般に20ton/ha前後である 15.19)こと

から，本調査林分の値は非常に大きく，際だつた特

徴といえる。また，一般にスギ林では15-16年前後

で閉鎖し，林分葉量はその直後に最大値26-

30ton/haとなり，その後減少して一定値を示すよう

になる19)といわれている。本調査林分では，列状に

植栽されたことや，すでに除間伐が行われているこ

とから閉鎖後あまり年数を経ていないと考えられる

が，そのことを考慮したとしても非常に大きい値で

ある。

地上部現存量 (YT) は204.66ton/haとなった。

地上部各部現存量の割合は幹が68.5%，枝が9.6%，

葉が21.9%となるo 一般に，枝・葉の割合は地上部

現存量の増大とともに減少する3.19)。地上部現存量

200ton/ha程度の林分における枝・葉の割合は，こ

れまでの全国各地でのスギ林分における調査結

果3.19)では，最大でそれぞれ10%・14%であるo ま

た，県内のタテヤマスギ12)ではそれぞれ5.8%・

10.6%，ボカスギ1)ではそれぞれ6.1%・15.2%で

あるo したがって，本調査林分では地上部現存量に

対して枝・葉の割合，とくに葉の割合が大きい。

3 . 3 成長量

林分成長量は相対成長関係と毎木調査および樹幹

解析の結果から推定した。
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3 • 3 • 1 林分成長量の推定

幹乾重成長量(LlWs : kg/yr) は，調査木の樹幹

解析によって求めた最近 1年間の幹材積成長量

(Ll ぬ:dm3/yr)から，

dV;・LlWs =日告×τ7ヂ
vs 

で算出した12.19)。ただし，Vs' (dm
3
) は皮なしの幹

材積である。幹乾重(同)と幹乾重成長量(LlWs) 

との相対成長関係は，

log Ll"セ=1. 143 log 11伝一1.319 (10) 

で示される(図ー9)0

また，1アHと幹材積成長量(LlVs)との相対成長

関係は，

log Ll Vs = 1.0211og グH-2.542 (11) 

で示される(図ー10)0 (1~11)式とも傾きが 1 よりわ

ずかに大きく，大きい個体ほど若干成長の割合が高

い傾向を示しているo

枝乾重成長量 (LlWs:kg/yr) については，調査

木の成長量を直接測定しなかったので，最近1年間

で幹と枝の比率は変わらなかったと仮定して， (7)式

を時間tで微分して，

Ll Ws = 6. 995X 10-2日仏O.619LlWs 

から算出した7)。

葉乾重成長量 (LlWL :kg/yr) は新葉乾重 (WNL
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図-9 幹乾重(1ぬ:kg)と幹乾重成長量0L1Ws : kg/yr)との
相対成長関係
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(12) 
: kg) と等しいとし，調査木の全葉乾重 (WL) と

新葉乾重が比例するものとしてその関係，

WNL = 0.270WL (13) 

から算出した(図ー11)0 

3 • 3 • 2 林分成長量

。0)-(13)式および胸高直径と樹高の値から林分成長

量を算出し，その結果を表ー3に示した。ただし，

これらの成長量の値は最近1年間の増分で，落葉枝，

枯死体量および動物などによる被食量は含んでいな

し、。

幹乾重成長量は13.88ton/ha・yr(材積では41.71m3 

/ha・yr) となった。一般に，幹乾重成長量は密度に

関わらず一定になる傾向がみられ， 8 -lOton/ha 

.yr程度の値を示すが，林分葉量が大きいほど，ま

た林齢が若いほど大きい傾向がある19)といわれてい

る。こうしたことから，本調査林分は林齢が若く葉

量がきわめて多いために 幹乾重成長量がかなり大

きな値を示したものと考えられる。
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表一3 林分成長量

幹材積成長量 (m3/ha・yr) 41. 71 
幹重量成長量 (ton/ha・yr)
幹 13.88 
枝 2.29 

葉 12.03 
地上部合計 28.20 

葉の純同化率 (ton/ton. yr) 0.76 
葉の幹生産能率 (ton/ton. yr) 0.31 

(nf /ton. yr) 0.93 

枝乾重成長量は2.29ton/ha・yrとなった。枝の成

長量は立木密度や地位によってかなり異なる19)が，

一般に若齢 (15-25年生)のスギ林3.9.10.18)での値

が0.9-3.2ton/ha・yrの範囲にあることから，本調

査林分は平均的な値といえる。また，若齢のボカス

ギ林分1)での値は0.80-1.80ton/ha・yrであること

から，これに比べるとやや大きい。

葉乾重成長量は12.03ton/ha・yrとなったo 葉の成

長量は枝の成長量に比べてバラツキが小さく 19)，一

般の若齢(15-25年生)のスギ林3.9.10.18.19)での値

が3.3-7.7ton/ha・yr，若齢のボカスギ林分1)での

値で5.2-9.4ton/ha・yrの範囲にあることから，本

調査林分の葉乾重成長量は，葉乾重現存量と同様に

かなり大きい。

以上の結果から純生産量を概算すると33.99

ton/ha・yrとなる。なお，根の生産量はT/R率が3.5

で根の成長率が幹のそれと等しいものとして求めた。

安藤ら3)が全国の20年生前後のスギ林で調べた値が

16.9-20. 9ton/ha' yr，只木ら14)がスギ人工林92林

分で求めた値が18.1:1::5. 9ton/ha・yr，若齢のボカス

ギ林分1)での値が18.5-27.0ton/ha' yrであり，これ

らと比較して大きい。

純生産量中に占める幹生産量の割合は40.8%であ

る。安藤ら3)が全国の20年生前後のスギ林で調べた

値が36-45%，若齢のボカスギ林分1)での値が41.8

-52.1%であり，本調査林分の値は小さい。これは，

純生産量は大きいものの 葉の生産量が非常に大き

いためと考えられる。

葉の純同化率(林分成長量を葉乾重現存量で除し

た値)はO.76 ton/ton. yrとなったo 安藤ら3)が全国

の20年生前後のスギ林で調べた値が0.69-

0.87 ton/ton. yr，若齢のポカスギ林分1)での値が

O. 64-0.86ton/ton. yrであることから平均的な値で

20 
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図-12 調査木の樹高成長経過

幹成長量を葉乾重現存量で除して，葉の幹生産能

率を求めると 0.31ton/ton.yr (材積では0.93m3

/ton 'yr) となった。全国のスギ林3)で調べられた値

0.3-0.4ton/ton. yr (0.8-1.2m3 /ton.yr)，富山県

内のタテヤマスギ9.10.12)での値0.36-0.47ton/ton 

・yr，若齢のボカスギ林分1)での値0.30-0.45 ton 

/ton. yr (0.83-1. 35m3 /ton. yr) と比較して小さい

方に属する。したがって，本調査林分の純生産量あ

るいは幹生産量が大きいのは 葉量が大きいことに

起因するものと考えられるo

3.4 成長経過

樹幹解析の結果から調査木のこれまでの成長経過

を調べた。

各調査木の樹高成長経過を図一12に示す。一般に

スギの樹高成長はシグモイド・カーブを示すが，本

調査林分ではまだ林齢が22年であるため，明らかな

頭打ちは示さずほぼ直線的な経過をたどっている。

また，樹高成長量は依然60-80cm/yr程度を示して

いるo

各調査木の胸高断面積の成長経過を図-13に示す。

胸高断面積も樹高と同様にほぼ直線的な成長を示し

ている。ただし，樹高成長とは異なり林齢とともに

個体差が拡大する傾向にある。また，本調査林分で

は11年生時に除伐， 16年生時に間伐が行われている

ため，その 2-3年後から断面積成長量が増加した

個体が認められる。

各調査木の幹材積の成長経過を図一14に示す。幹

材積ではこれまでのところ連年成長量が徐々に増加

する傾向を示している。ただし 胸高断面積成長と

同様に林齢とともに個体差が拡大する傾向にある。

また，幹材積成長量が途中から急増した個体が認め

られるが，これは除間伐によって肥大成長量が増加
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図6)では0.7であり，過密状態とはなっていない。

これらのことから判断すると，本調査林分は今後し

ばらくはこれまでと同様の成長を継続できるものと

考えられる。ただし，カワイダニスギは典型的な早

生型品種で，２５年生頃から成長が衰え始めるとする

調査結果17)もあることから，今後の成長経過に対し

て注意を払っていく必要がある。

３．５垂直的な分布

３．５．１幹断面積成長量の垂直分布

幹断面積成長量の垂直分布は，梢端からの距離に

対する２つの直線によって表され，その型は樹冠長

率によって異るといわれている。また，この変換点

は光合成の大半を行う陽樹冠の基部の高さと一致す

ると考えられている4)。そこで，個々の調査木の幹

断面積成長量の垂直分布と，これに２直線をあては

めた結果を図-16に示す。なお，２直線のあてはめ

は，梢端からある部位までの距離と幹断面積成長量

の関係に，最小２乗法によって原点を通る直線をあ

てはめた場合の分散と，その部位から樹幹下部（根

張りの影響のある部分を除く）までのそれぞれの

データの関係に，同じく最小２乗法によって直線を
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図－１３調査木の胸高断面積成長経過
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図－１４調査木の幹材積成長経過
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したためと考えられる。

調査木の形状比の推移を図-15に示す。形状比は

各調査木とも10年生前後に最小値を示し，ＮＱ３を

除いてその後徐々に増加している。調査時点の形状

比は，平均的な大きさの個体であるNo.ｌとNo.２で

70程度である。平均より小さい劣勢木では78～91で

やや大きい。平均より大きい優勢木では55～64とか

なり小さい値となっている。

以上のように，本調査林分はこれまでのところ順

調な成長経過を示している。また，調査時点での収

量比数（Ry）は安藤2)の示したスギー般林分密度管

理図では0.75,県内のタテヤマスギ林分密度管理

No.２

印
加
０

図－１６幹断面積成長量の垂直分布
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あてはめた場合の分散の合計が最小になる場合とし

て決定した。

梢端から２直線の変換点までの距離は，3.65～

6.94ｍの範囲で個体間でのバラツキが大きく，一定

の傾向はみいだせなかった。また，この値を地際か

らの高さで示すと10.34～12.86ｍとなる。したがっ

て，本調査林分の陽樹冠は劣性木も含めて10ｍ以上

に位置すると考えられる。

３．５．２葉の垂直分布

個々の調査木の葉の垂直分布について，正規分布

およびカイ２乗分布のあてはめを試みた。葉の垂直

分布を表すそれぞれの分布式は

正規分布

べてカイ２乗分布で高かった。

一般に，カイ２乗分布に適合するのは，葉層が深

く，枝の枯れ上がりがみられないもので，かつ最大

葉量層が上方に偏った個体であるといわれている'')。

また，実際に林分の平均樹高が16.72ｍあるにもか

かわらず，樹冠長はその７割前後もあり，葉層はか

なり深い。したがって，本調査林分は枯れ上がりが

少なく，最大葉量層が上方に偏るという特徴を示す

といえる。また，この枯れ上がりが少なく葉層が深

いということが，林分葉量を非常に大きいものにし

ている一つの理由であると考えられる。

つぎに，各調査木のD2Hの値とある高さ以上の葉

量との関係から,林分葉量の垂直分布を推定した(図

-18)。調査林分では４ｍの柱材を２本収穫するこ

とを目標としているため，最終的な計画枝打ち高は

９ｍであるが,それより上部に36.57ton/ha(81.7％）

の葉が分布していると推定された。また，前項で示

したように本調査林分の陽樹冠は劣性木も含めて

１０ｍ以上に位置すると考えられる。さらに，収量比

数でみると本調査林分は過密状態ではないが，林分

葉量がきわめて多く林内がかなり暗くなっているこ

とや，葉の分布が樹冠上部に偏り，樹冠下部の葉量

が少なくなってきていることから，今後，比較的早

ん)＝Ae-B‘(露-c)‘

カイ２乗分布

ルーＡ(１－x)B･ｇｃｚ

⑭

⑬

で示される'１)。ここで，ｊｒは樹高に対する相対的

な高さ，ん)は韮における葉の分布密度（k9/、)，Ａ，

B，Ｃはそれぞれ定数である。また，これらの式の

あてはめには最小２乗法を用いた。その結果を図-

17に示す。式の適合性はNo.９の調査木以外ではす

寄与率

点線：正規分布

No.ｌNo.２No.３ No.４ No.５ No.６ Ｎｏ．７No.８No.９

図－１７葉の垂直分布

実線：Ｘ２分布
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1０２

6７

to､/hａ

冠として生産を行っていることとなり，良好な成長

につながっているものと考えられる。

5０

で示される（図-19)。毎木調査の結果および(4)(8)

(10式から林分陽樹冠量を求めると，20.10ton/haと

なった。この値が，本調査林分でおもに幹の生産を

行っている葉の量ということになる。一般のスギ壮

齢林分の林分葉量がおよそ20ton/haといわれている

'9)ことから，本林分では，それと同程度の葉が陽樹

調
課
ｅ
判
郵
弛
沌
や

4０

４．おわりに

カワイダニスギの成長特性に関する基礎資料を得

るために，若齢林分を対象に現存量，生産力および

成育経過などについて調査した。その結果，きわめ

て大きい林分葉量をもつという特徴が示された。ま

た，この葉量によって順調な成育をしていた。ただ

し，本報告は比較的良好な生育環境に成立したｌ若

齢林分についての結果であり，富山県におけるカワ

イダニスギの取り扱いを検討するためには，きわめ

て不十分である。今後，成育環境・林齢・立木密度

などの異なる林分を対象に，同様の調査を重ねるこ

とによって，カワイダニスギの特性を明らかにして

いく必要がある。

最後に，この調査を行うにあたりご協力いただき，

調査地を快く御提供下さった富山県森林公社の皆様，

ならびに現地調査に多大なるご協力をいただいた当

林業技術センター林業試験場・木材試験場の皆様に

厚く御礼申し上げる。

3０

2０
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林分葉量の垂直分布図－１８
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Summary

Biomass,productivity,growthprocessandverticaldistributionofyoungKawaidani・sugi（CryPtol"eγj‘ｌ

火ゆりl‘jcaDDon）standatHarinoki，Himicitywereinvestigated・Thebiomasseswerel40・l9ton/ｈａ

(458.93㎡/hainvolume）forstem,19.72ton/haforbranchand44､７４ton/haforleafindryweight・The

biomassincrementsofthelastyearwerel3.88ton/hａｙｒ（41.71㎡/ha・yr）forstem,２．２９ton/ha､yrfor

branchand１２．０３ｔon/ha・ｙｒｆｏｒｌｅａｆｉｎｄｒｙｗｅｉｇｈｔ,Treeheights，basalareasandannualvolumeincrements

wereincreasedonlineuntilsurveytime・Thecrownlengthratioswereabout70％andthechi-squaredis・

tributionfitintheverticaldistributionoffoliage､ＴｈｅｓｕｎｃｒｏｗｎｗａｓｌｏｃａｔｅｄａｂｏｖｅｌＯｍａｎｄｔｈｅｌｅａｆｂｉｏｍａｓｓ

ｏｆｓｕｎｃｒｏｗｎｗａｓ２０ｔｏ､/ha,correspondingtotheaverageleafbiomassofCrypt”､e流aplantations．




